
シャワーや入浴があまり出来ない

着替えが少ない

プライバシーが確保されていない

水道，電気，ガスなどのインフラが復旧していない

満足できる食事が出ない

トイレの数が少ない

テレビやパソコンが少なく，自分が欲しい情報を得ることが難しい

家族の安否が確認できず，不安だった

被災前の地域コミュニティが確保されていない

常用している薬が不足している

子どもが遊べたり，友人と話したりするようなスペースが確保されていない

ゴミ処理のルールがなく，不衛生になっている

医師や看護師などの巡回が少ない

話し相手が少ない

その他

特にない

無回答

※この情報誌は市民からの公募による編集委員によ
って作成されています。

　女性（Female）と男性（Male）がともに支え合
い、対等な立場で社会（Society）を形成するこ
とを願って！！

　第18号　企画課　男女共同参画室（内線2156）

避難所生活を考える避難所生活を考える
　東日本大震災から３年半が過ぎようとしています。大きな被害がなかった五所川原市です
が、いつどのような災害が再び起こるともしれません。
　ゆっくり考えられる今だからこそ、自宅で生活できなくなるほどの災害が起こったらどうな
るのか、じっくり考えてみてはどうでしょうか。
　また、自宅に戻るまでの避難所生活では、これまでどのようなことが問題になっているの
か、どのように生活していけばよいのかを考えてみましょう。

●災害直後からの避難所での生活について困っていること（男女別，複数回答）
１．内閣府・消防庁・気象庁共同調査「津波避難等に関する調査」（平成23年）を基に，内閣府男女共同参画局による男女

別集計。
２．調査対象は，岩手県，宮城県及び福島県の沿岸地域で県内避難をしている被災者870人（女性525人，男性345人）。
　　調査は，仮設住宅・避難所を訪問し，面接方式で実施。
３．調査時期は，平成23年７月上旬から下旬。
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最も多いのは「シャワーや入浴があまりできない」、「着替えが少ない」。
下表のように避難所生活をして初めて気付くことがたくさんあります。
普段の生活では当たり前だったことが、避難所生活では思うようにならないことがわかります。

◆避難直後から困ることがあります・・・
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五所川原市内の自主防災組織(25団体)　平成26年7月31日現在
　自主防災組織とは、住民一人ひとりが「自分の命は自分で守る」、そして「自分たちの地域は自分
たちで守る」という「自助」「共助」の考え方にたって、自主的に防災活動を行う組織のことをい
います。自治会や町内会などの地域活動の組織を生かして結成されます。普段は防災知識の普及・
啓発、防災訓練などの活動、災害時は初期消火活動、組織的な救助・救出など、非常に重要な役割
を担う組織です。
　あなたの街の自主防災組織を確認してみましょう。

「西北男女共同参画まつりinつがる｣開催!! 編集後記
　防災に関する講演会、避難所体験、非常食の試食
など今回の「さんかく」の内容をちょっぴり体験で
きます。皆さん奮ってご参加ください。
日時：９月14日(日)　１１時～１６時
場所：イオンモールつがる柏 シャコちゃんコート

　３年半前のあの地震が教えてくれたこ
とはいっぱいあったのに、また前の平和
ボケに戻りつつある私。まずはどこで大
地震にあっても避難所で会えるよう、家
族で話し合っておかなくちゃ。（Ｋ）
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　元気な男性目線で、避難所の設置・運営が行われてしまいがちです。男女共同参画社会
は「お互いを尊重し、認め合う社会」。高齢者や障がい者、女性や乳幼児、外国人など様々
な立場からの要望をくみ上げ、誰もが安心できる地域防災活動に取り組むために、常日頃
から家庭や地域、職場などで男女共同参画を実践し、自主防災組織などの地域活動へ積極
的に参加しましょう。

●男女共同参画で地域防災力の活性化！
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